
第32回 「もったいない市」開催報告 

スタッフの声：自分では使わなくなった物が新しい人に使われる。自分でも参加してみたいと思いました。（20代男性）  
スタッフの声：裏方の大変さが良く分かりました。良い経験になりました。（20代 男性） 

スタッフの声：楽しめました。おもしろかったです。次回も参加したいと思います。（40代男性） 
スタッフの声：初めて参加しました。持込の商品を運んで行くと直ぐになくなります。特に、おもちゃと子ども服は人気があり
ました。（70代男性） 
スタッフの声：日用品を担当しているときに、自分の靴が無くなりました。探してくれた皆さんに感謝します。（20代男性） 
スタッフの声：主婦はスゴイです。もう少し譲り合いがあればよかったと思います。良い経験でした。（60代女性） 
 
塩貝工場長の挨拶：安全に無事に終了出来て良かったです。今月は、4月に比べ来場者数が若干少なかったようですが、
活気がありました。また、スタッフの皆さんの作業が大変スムーズに流れていたように感じました。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 

平成28年5月8日（日）９：00～１2：00  
      入場者数 大人513名 子ども190名（合計 703名）、募金者数 286名 

スタッフ総勢 ３2名 

正面玄関前の様子 

スタッフの寧々ちゃん（小４） 

じゃんけんの様子 

寧々ちゃんの募金のお願い 

エコ講座「牛乳パック工作」 
               同時開催 

中日新聞記者による取材の様子 お気に入りです！ 

五月晴れの開催日。今月から持込車輌の一時駐車を中止しました。参加者の皆様により安心して楽しんでいただける会場づ
くりを行いました。また、初のエコ講座「牛乳パック工作」を同時開催としました。ごみの正しい分別とリサイクルを啓発する講
座は、子ども達だけでなく、お父さんも仲間に入っていただき定員より若干多い参加者となりました。会場の様子は、中日新
聞記者さんによる取材記事で詳しく紹介されました。（掲載：5月9日（月）朝刊15面） 


